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学術研究院准教授（地域教育文化学部担当）

ダイバーシティ推進室

令和4年度  山形大学  基盤共通教育の授業

「キャリア形成とワークライフバランス（山形から考える）」探究ノート
《講義内容》



振り返り講義の

01

　　仕事と家庭に
加え個の自分も大

切にし、3つのバラ
ンスを保って生活

することが大事だ
と学

んだ。

　　「どんな経験で
も身になる。どんな

失敗も経験値とし
てプラスになる。」

というお話を聞き
、苦

手なことをいかに
楽しくするか考え

る方法を知ること
が出来た。

　　「突き放さない
ことが大事」という

言葉のように、性別
に関わらず一人一

人が最大限の力を
発

揮できる環境作り
をすることが大切

だと思った。

　　ワーク・ライフ
・バランスを意識す

る上で、自分が心地
よいと思えるバラ

ンスを保っていき
た

いと思った。

　　大学生のうち
から自分の強みを

持っておくことが
、他人から必要とさ

れるための一つの
武器

になると考えさせ
られた。

　　山形市の男女
共同参画では、いろ

いろな課題が存在
しており、それに対

して色々な調査や
対

策をしていてこれ
から変わっていく

のかと思った。

仕事でストレスが
たまっ

た時はどのように
解消し

ているか

私生活を充実させることがス
トレス解消になっている。
仕事は楽しい時もつらい時も
ある。本当に大変な時は一人
で抱え込まないことが大切。

講義 1 Woman of YAMAGATA

“楽しむ”ことを第一に 
10月19日（水）

草苅 早苗
14：40～16：10

山形市環境部部長

50歳代
山形県出身

講師
Profile 山形市役所1988年採用。まるごと推進課長、地籍調査室長、

山形市男女共同参画センター所長を経て2022年度より現
職。自然環境及び生活環境の保全並びに美化緑化運動を推
進する。家族は義母と専業主夫の夫、高校生の息子。

●就職した動機と仕事の内容
　　結婚後も勤務できる職場として公務員を志望し山形市役所に就職。林務課－教育委員
会学校教育課－環境課－教育委員会管理課－まるごと推進課－地籍調査室－男女共同参
画センター－環境部と異動により様々な行政を務める。現在は、環境部部長として持続可
能な環境社会実現に取り組む。
●これまでの道のり
　　生まれも育ちも山形市。山形大学農学部で林学を専攻し、1988年に女性初林業技師と
して就職した。平成2年には山形県で初の女性森林インストラクターとして野外活動など
の指導にあたった。その後、内部異動で教育業務や環境保護活動、人事労務管理やイベン
ト運営など多様な業務を経験し、行政の業務は幅広く、転職したくらいに多くの経験が出
来ることを実感した。
●ワーク・ライフ・バランス
　　結婚すると女性だけが大変だと思い結婚願望は無かった。ただ出産願望だけはあったの
で35歳で結婚し40歳で出産。現在高校生の息子が一人。「人生楽しんだもん勝ち」がモットー
で、趣味も仕事も子育ても何でも楽しめば、自ずとワーク・ライフ・バランスになると思う。

●夢や目標
　　「男女共同参画」という言葉が無くなり、男性や女性、多様な人達が性別に関わりなく個
性と能力を十分に発揮できて生き生きと暮らすことが出来るような山形市にしたい。
●学生へのアドバイス
　　どうせ何かやるのだったらその全てを楽しくやるのが良い。苦手や嫌いなことでも楽
しくやる方法を考えること。自分でアレンジしたり、積極的にアイデアを出したりするこ
とも大事。社会に必要な知識は働いてみるのが一番経験になるのでやってみよう。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　相手の立場に立って、自分だったらどう感じるか。男女ともにその共感力があれば男女
共同参画社会は実現すると思う。



振り返り講義の
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五領田小百合
学術研究院助教（農学部担当）

30歳代
広島県出身

講師
Profile 専門は行動学。医食農融合型の学際研究をしている。

国内外の大学院、官公庁系の研究所、民間企業を経て
2021年に山形大学に着任。食に関する課題を楽しく解
決する方法を模索してみたいと思っている。

講義 2 Woman of YAMAGATA

医×食×農の融合スキルで“食事チャレンジ”
10月26日（水）14：40～16：10

　　自身の人生を
より柔軟に考える

ことが大切だと気
付いた。専攻を一生

固定するのではな
く自

身の興味関心によ
って変更していく

生き方を知り、衝撃
を受けた。

　　私も五領田さ
んのように自分自

身を管理した上で
周囲に気を配れる

人になりたい。

　　UFOキャッチ
ャーのように自分

から夢をつかみに
行くという行動力

をこれからの大学
生活

で養っていきたい
。

　　学生時代の過
ごし方で人生が変

わるとのことだっ
たので、様々なこと

に挑戦してみよう
と

思った。 

　　改めて思い切
って挑戦すること

の大切さを学ぶこ
とができた。

　　自分が先輩や
指導教官にしてい

ただいたことを学
生に還元するとい

う素晴らしい志を
持っ

ていることに感銘
を受けた。

チャレンジをする
うえで

気を付けるべきこ
と

心の赴くままに生きよう。
でも自分勝手ではいけない。
常にプランAだけでなく、Bや
C、その次のことも考えて行
動しよう。

●就職した動機と仕事の内容
　　食と健康に関わる研究に従事してきた過程で、今後食糧不足になることを聞きつけ、食
料生産現場のリアルを知るために、2020年4月に庄内に移住し、農業研修を1年受けた。健
康的な食生活を無理なく継続し、疾患予防に寄与したいという思いから、研究の力で支援
したいと考え、現在に至る。
●これまでの道のり
　　中高は体を崩し、大学二浪を経験。大学の学部、大学の修士課程、博士課程（米国留学）と
すべて異なる専門分野に進んだ。その経験が融合型研究を行っていく上での礎になって
いると思う。また、官民学を渡り歩き、法人登記も経験した。食と健康に関わる研究に従事
した際、食糧不足を知った。また、就農の厳しさを知り、研究の力で食分野を支援したいと
思い現在の仕事に就いた。現在は、食事チャレンジという生活習慣病などの予防や改善さ
せるための取り組みなどを行っている
●ワーク・ライフ・バランス
　　仕事を管理できるようなポジションに就けてからは、プライベートの時間も大切にで
きるようになった。
●夢や目標
　　出来るだけ沢山の人々の幸せに役立つ仕事がしたいと思っており、現在は健康寿命延
長などを目標に食の視点から活動している。また綺麗事を言い続けられる大人になりた
かったとの考えから、自身が先輩方にしてもらったことを学生に還元していきたいと
思っている。
● 学生へのアドバイス
　　自分を大切に、自分に素直に。余裕ができたら周りを見てみよう。学生時代の過ごし方
で人生は変えられる。キャリアを「掛け算」し、淘汰されないレア人材になろう。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　性はグラデーションという言葉があるように、男・女と明確に分けることは時代遅れな
気がしている。ただし、女性にしか子供が産めない等の生理的な特徴があるので、そのあ
たりは十分考慮した就業制度が必要であると思う。



振り返り講義の

たくさんの行動や
経験の

なかに、後悔して
いるこ

とはありますか？

失敗をどう捉えるかは考え方
次第です。挫折が実は後の成
功へのきっかけだったりする
こともあります。私は道草を
食っていたとも思いません。

講義 3 Woman of YAMAGATA

「世間」から考えるキャリアの歩み方
11月2日（水）

小倉 泰憲
14：40～16：10

学術研究院教授（理学部担当）

60歳代
岩手県出身

講師
Profile 現在、学生や働く人を対象にキャリア教育やキャリアカ

ウンセリングを実践。大学では音響工学を学び、エンジニ
アとしての勤務経験がある。また、キャリア開発に関する
NPO活動に参加し、大学院では心理学を学ぶ。
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　　私もライフ・プ
ランニングの各要

素をつなぐ「金の糸
」、すなわちライフ

テーマをみつけた
い

と思った。

　　日本の「世間」
の負の面を理解し

つつ、それをあまり
気にしないで自分

のやりたいことに
集中

して先の道を見据
えることが大事だ

と感じた。

　　自分も先生の
ように「ライフテー

マ」を見つけたいと
思った。少しずつ、

自分を知るための
行

動や経験を積んで
いきたい。

　　自分はまだま
だ「絆モデル」での

考え方しかできて
いないことがわか

ったので、これから
は積

極的に「城壁モデル
」での考え方も取り

入れていこうと思
った。

　　ライフ・パター
ンの成功も失敗も

人生の一部であり
、その人生の断片を

繋ぎ合わせるとい
う

考え方が参考にな
った。また、絆モデ

ルと城壁モデルの
考え方を知り、自分

の中の日本社会に
対す

る違和感がスッキ
リした。

●就職した動機と仕事の内容
　　東北大学大学院で5年間学んだ後、セコムに入社。22年半働くも、自分にとって新しい世
界であるキャリアの世界で働きたいと考えるようになり、大学のキャリア教育の教員に
応募。その後山形大学理学部の教授に転職。現在はそこでキャリア教育を行なっている。
●これまでの道のり
　　岩手県久慈市で生まれ、大学では水中超音波、大学院では音響工学の研究をし、卒業後
はセコムに入社し、不審者の侵入を発見するためのセンサーの研究や、声がカギの代わり
になるシステムの研究をした。その後キャリア開発に興味をもち、「日本キャリア・カウン
セリング研究会」でNPO活動に参加。キャリアのことに関わるために心理学を学ぶ必要が
あると感じ、働きながら筑波大学の社会人大学院を修了。キャリアへの興味が強くなり、
定年前にセコムを退社し、山形大学の理学部に採用され現在に至る。
●ワーク・ライフ・バランス
　　家族はワークファミリーバランス、個人はボランティア活動を含むワークライフバラ
ンスと呼ばれる。日本人はこれらが混合していることが多いという。日中は研究、夜や土
日はキャリア開発の普及活動をしていた。50代直前までは会社の仕事、NPO活動、受験勉
強から社会人大学院の学びの両立を図っていた。
●夢や目標
　　多くの人に色々な考え方を広めること。日本特有の文化である「世間」の良い面を増や
し、負の面を減らすにはどうしたらいいのかということに取り組んでいる。
●学生へのアドバイス
　　人に迷惑を掛けてはいけないというこの悩みの多くは、世間の縛りからきている可能
性がある。悩みの例に、他人と違う意見を主張しないことが好ましいとするような同調圧
力があり、こうした悩みから逃れるためにも、西洋の価値観を参考にするなど多角的な観
点を取り入れることは大切である。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　「世間」では、最近まで強い男尊女卑であった。このためタテマエでは男女共同参画社会
と言われているが、未だに先進国の中ではジェンダーギャップが大きい国となっている。



振り返り講義の

　　今回の講義を
受けて、ワーク・ラ

イフ・バランスにつ
いて深く考えさせ

られた。特に、出産
・育

児を「負担」ではな
く「自らの可能性」

として捉えること
で自分自身の成長

や周りとの関わり
方を

上手にバランス取
れていることがす

ごいと感じた。

　　したいことに
全力でチャレンジ

する姿勢に憧れを
感じた。

　　「ワークライフ
インテグレーショ

ン」という見方によ
って、日常の様々な

物事を天秤にかけ
る

という印象を薄め
て、色々なことにバ

ランスよく取り組
めるのだというこ

とが分かった。

　　助産師という
仕事を子育てに活

かしていて、仕事と
家庭の両立の形を

聞くことできた。

　　経歴を聞いて
いる中で、社会では

理想はあっても実
際のところ、育児に

対して厳しいのだ
と

感じた。そういった
難しいものの中で

、自分に合った働き
方を見つけたのが

すごいと思った。

　　To Doリスト
にあえてチェック

をつけないという
方法が意外だった

。やることをできな
かっ

た自分を責めるの
ではなく、仕方がな

かった場合は割り
切ってあまり気に

しないようにする
こと

も大事だと気づい
た。

藤田 愛
学術研究院准教授（医学部看護学科担当）

50歳代
宮城県出身

講師
Profile 母性、助産学（女性・妊産婦の栄養や活動など）の研究をし

ている。病院・開業助産師、大学教員の傍ら東北大学大学
院医学系研究科博士課程で学び、現職に就く。夫、子2人と
暮らし、家事育児はいい加減がモットー。

講義 4 Woman of YAMAGATA

 負担から可能性へ
11月16日（水）14：40～16：10
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子育てで助けても
らって

嬉しかったことは
？

保育士に保育所での子供の成
長を伝えてもらえたこと。
身内は助けてもらったという
より子育て協同チームとして
捉えている。

●就職した動機と仕事の内容
　　総合病院の産婦人科で助産師として働いたのち、助産院を開業。元々、臨床が大好き
だったが、この楽しさや助産師の必要性を学生に伝えたいと思い、大学教員になった。助
産実習2か月、看護の実習5か月に加え講義と研究に日々追われている。
●これまでの道のり
　　小学校の頃から助産師になりたいと思っていたが、高校時代に一度考古学に惹かれた。
しかし、初心に戻り、看護師と助産師の資格を取るために東北大学医療技術短期大学部で
学んだ。結婚、出産後に、英文科のある大学に編入した。その後は山形大学大学院で修士、
東北大学大学院で博士の学位を取得した。仕事は、産休、育休以外ずっと続けている。育児
中、社会では理想はあっても実際のところは育児に対して厳しいことを実感したが、出
産、育児が自分の可能性を広げたと考えている。
●ワーク・ライフ・バランス
　　その時の優先度に合わせて、バランスをとっている。例えば、子供が小さいときはでき
るだけ子ども優先にしていた。急な病気やキャンセルできない仕事などがある場合は、調
整に苦労したが、“子育ては一人でするものではない”と思い周りにたくさん頼った。子ど
もが成長したら、逆にバランスをとるのが難しくなった気がする。
●夢や目標
　　出産のみならず女性の一生の健康を支援でき、かつ科学的根拠を持って仕事をする助
産師を増やしたい。大学院で学ぶ女子学生を増やすのも目標。
●学生へのアドバイス
　　男性女性関係なく出産や育児を負担に捉えないで欲しい。1人だけで抱え込まず、周り
の人達に頼ってみることが大切。自分自身のしたいことを我慢するのではなく、調和をと
ることが大切である。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　女性は男性と比べ妊娠出産、毎月の月経など、からだの変化が大きい環境である。幼い
ころから知識をもつと、お互いをいたわる社会になるのではないかと思う。



振り返り講義の

今まで挫折したこ
とや苦

労したことはあ
ります

か？

人生は長く続くため物事の
捉え方を変えていくべきで
ある。失敗を上手く活かせて
いければ挫折にはならない
と思う。

講義 5 Woman of YAMAGATA

絶えない探究心とキャリア形成 
11月30日（水）

摂津 隆信
14：40～16：10

学術研究院准教授（人文社会科学部担当）

40歳代
熊本県出身

講師
Profile 専門はドイツ文学。ドイツの喜劇役者カール・ファレン

ティンの研究をしている。2014年に山形大学に赴任。家族
は妻一人息子一人。料理と掃除以外の家事を担当。趣味は
ネット麻雀と週二日のサウナ通い。
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　　先生のお話を
聞き、自分が本当は

何をやりたいのか
目標を見失うこと

なく仕事をし、さら
に

仕事だけでなくプ
ライベートの時間

も大切にする生き
方をしたいと思っ

た。

　　代わりはいく
らでもいるが、自分

にしかできないこ
とがある、という言

葉を聞いて、自分が
興

味あることややり
たいことを大事に

して、突き詰めたい
と思った。

　　自分1人で対処
しきれないような

壁にぶつかったら
潔く諦めて次に進

むのも一つの方法
で

ある事が分かった
。

　　自分が興味を
持ったことに対し

てとことん突き詰
める探究心が生き

ていくうえで大切
であ

ると感じた。

　　どれだけ忙し
くても家事育児や

プライベートを大
事にできているの

は、自分のルールを
しっ

かり決めているか
らだと感じた。

　　「失敗をうまく
いかせたら挫折に

ならない」という言
葉に勇気をもらっ

た。私は失敗したこ
と

を反省して次の行
動にいかせたこと

があっても、「失敗
は失敗」と捉えてい

た。それよりも摂津
先

生のように考えた
方が、失敗が怖くな

くなり、たとえ失敗
したとしてもそれ

をいかそうとする
意

識がより高くなり
そうだと思ったた

め、今後はそのよう
に捉えたい。

●就職した動機と仕事の内容
　　山形大学でドイツ語とドイツ文化に関する教育研究活動を行っている。大学生活を
送っていた90年代は「就職氷河期」とよばれ就職難が続いていた時代であり、「それなら
大学院に行って研究を続けよう」と思い、それからドイツ文学の研究を突き詰めてきた。
●これまでの道のり
　　熊本県出身で高校は親元を離れ、寮生活。大学ではドイツ文学を専攻した。初めはドイ
ツ文学を専攻しようとは思っていなかったが、訳あって専攻することになり、ドイツ文学
の面白さに気づいた。大学は、大学院、ドイツ留学を含めると14年在籍した。2008年3月に
結婚、同年11月に息子誕生。2009年秋～2011年2月までドイツで暮らし、2011年から東京
で非常勤講師と塾講師のアルバイトの掛け持ちをして働きながら、家事・育児もこなす。
山形大学着任は2014年4月から。
●ワーク・ライフ・バランス
　　極力「無駄な仕事はしない」「テレビを見ない」「趣味はやることやった後」を心がけてい
る。時間が限られているため、隙間時間を利用している。通学などの隙間時間でニュース
をチェックし世の中の出来事を知るなど、学生も隙間時間を有効に使うべきだと思う。
●夢や目標
　　研究や新しい事象についての興味関心を失わない人間であることが目標であり、大人
になっても勉強は怠らない。
●学生へのアドバイス
　　ドイツと違い日本は残業が多く未だに働きすぎの人々が多いが、これから社会に出て
働く学生たちには出来るだけ同調圧力を無視し、その危機感を理解してくれる仲間を増
やすことで働きやすい社会に変えていって欲しい。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　理念自体にはもちろん賛成である。男は外で働き女は家事に専念なんてことはもはや
神話であり、共働きが当たり前の社会になりつつあると思う。



振り返り講義の

宮　瑾
学術研究院准教授（有機材料システム研究科担当）

40歳代
中国河南省
出身

講師
Profile 専門は高分子科学。有機材料の分野でゲルの研究をして

いる。大学院を修了後、博士研究員、民間企業を経て、2012
年に山形大学に着任し、2015年に研究室を立ち上げた。夫
婦で世界各地を観光してみたいと思っている。

講義 6 Woman of YAMAGATA

知識は力なり 
12月7日（水）14：40～16：10
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自分の中で座右の
銘を意

識し始めたのはい
つから

ですか。

大体高校生のときからで、ひ
とつの座右の銘を貫くのでは
なく、そのときの気分や目標
に合わせて設定している。

●就職した動機と仕事の内容
　　自由な発想と自分のアイディアで研究できることに魅力を感じて大学教員の仕事につ
くことになった。現在は山形大学工学部の教員として教育、研究、学内外業務に携わって
いる。
●これまでの道のり
　　中高生時代から化学が面白いと思い、当時もっとも新しい高分子材料分野を志望した。
中国河南省にある鄭州大学で修士取得後、岡山大学の博士課程に入学した。博士学位を取
得後、ポスドク、会社員を経験した後、山形大学に赴任し、現在に至る。
●ワーク・ライフ・バランス
　　結婚後、仕事を持つ夫との時間を確保するために、仕事をするときは集中して効率よく
行うよう努めている。仕事以外のときは、家族と過ごす時間を大事にしている。
●夢や目標
　　仕事においては、良い研究をし、多くの優秀な人材を輩出したいと考えている。私生活
においては、家庭菜園などの趣味を家族と楽しみ、たまには、ゆっくりと旅行に行きたい
と思っている。
●学生へのアドバイス
　　仕事でも私生活でも自分なりの考えを確立し、行動してほしい。自分の「座右の銘」とし
て、①Knowledge is power.知識は力なり(常に学び続ける)、②Failure teaches success.失
敗は成功のもと(失敗しても挑戦する)、③Where there is a will, there is a way.なせば成る
(希望を持つ)の３つの格言を大事にしている。私の研究室には、学生向けに「宮研究室是」
を示しているが、学生には、これを卒業して自分なりの行動指針を確立してほしいと思っ
ている。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　中国では仕事をしている男性も家事をするのが当たり前だが、日本人の夫と結婚して、
また、義理の父母の様子を見ると、日本は違うと感じる時もある。私生活が仕事における
「男女共同参画」の妨げにならないよう、職場だけの「男女共同参画」では、本当の意味での
男女共同参画社会の実現は難しいのではないでしょうか。

　　座右の銘に対
する考え方を聞い

て、自分にとって座
右の銘は人生を通

して設定するもの
だと

思っていたが、少し
身近に感じられる

ようになりました
。これから頑張りた

いことができたと
き

は、なにか良い言葉
を探してみたいと

思う。

　　先生は自伝を
読むのがいろんな

人の考えを知れて
好きだとおっしゃ

っていたので私も
読ん

でみようと思った
。

　　自分の考えを
確立し行動するこ

と、失敗してもいい
ので挑戦すること

を心がけたい。

　　回り道で迷っ
ても、その場その場

で最善を尽くす、と
いう言葉が印象に

残った。自分のやろ
う

としていることは
正しいのか分から

なくなることは多
々あるが、その時に

最善を尽くせば後
に

なっても後悔する
ことはないと思う

ので、迷ったときは
この言葉のように

行動したい。

　　宮先生のお話
の中で、自己修復で

きる多機能性結晶
ゲルがあることに

驚いたし、またカイ
ロ

の穴を感温性ゲル
によって穴のサイ

ズを調整する研究
も行っていると知

り、とても実用的で
興味

深い研究だなと思
った。



振り返り講義の

大学時代のエピソ
ードに

ついて教えてくだ
さい。

日本美術史など、日本の古い
文化を知ることに興味があっ
たため能サークルに入ってい
ました。

講義 7 Woman of YAMAGATA

自分の好きが重なる仕事と生活のバランス 
12月14日（水）

佐藤　琴
14：40～16：10

学士課程基盤教育機構教育企画部附属博物館

50歳代
宮城県出身

講師
Profile 専門は日本美術史、博物館学。東北大学大学院博士課程

前期終了後、宮城県に入庁。東北歴史博物館学芸員を経
て2011年に山形大学着任。仙台市で一人暮らし。趣味は
着物。
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●就職した動機と仕事の内容
　　大学で日本美術史を専攻したところ、恩師と卒業した先輩方が博物館や美術館の学芸
員として就職していたことを知り志した。現在は山形大学附属博物館の学芸業務と、学芸
員資格を取得するために必要な博物館に関する科目を教員として担当している。
●これまでの道のり
　　石巻で過ごした中高生時代から美術に興味があった。バブル経済が崩壊した年に大学4
年生となる。就職活動の全敗を経て大学院に進学する。修士修了時に運良く地元の県立博
物館建設準備業務に携わる学芸員募集があり、応募したところ採用された。博物館の立ち
上げから運営まで15年間勤めた後、山形大学に赴任。
●ワーク・ライフ・バランス
　　仕事過多だが、依頼が多いのはありがたいと感じている。一人暮らしであるからこそバ
ランスも自分で決定できてノンストレス。また、2019年ごろから「家事はこうあるべき」
の重圧を脱したため生活はとても楽。
●夢や目標
　　「博物館とは社会が人類とその未来を信じている証」を広めたい。
●学生へのアドバイス
　　「幸せとはこうあるべき」の先入観にとらわれず、自分の幸せを探究してほしい。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　男女共同参画は一人一人が幸せを感じられる社会に変えていく取り組みの一つだが、
「こうあるべき」にとらわれすぎると幸せから遠ざかってしまうものだと思う。現状に即
した改革を少しずつ実施していくことが必要だと感じている。

　　先生の仕事過
多に対してもあり

がたみを持つよう
な考え方が印象的

だった。

　　仕事が多いと
してもそれが自分

の好きと重なれば
生活とのバランス

が取れる、そして仕
事

の多さは他の文化
、考えを持つ人との

交流を促してくれ
るということに気

付くことができた
。

　　今回講義を聞
いて、自分の好きな

ことを職業にして
生きていける素晴

らしさを学びまし
た。

実際、自分の好きな
ことを職業にする

ことは難しいはず
ですが、佐藤さんは

東北歴史博物館の
仕

事にチャレンジし
たことでその当時

も、今現在も自分の
好きなことを職業

として働くことが
で

きています。やはり
自分が好きなこと

であればモチベー
ションが高く、そし

てやりがいも特別
感

じるだろうと思い
ます。

　　「これからがこ
れまでを決る」とい

う言葉はとても印
象的でした。私はこ

れまでがこれから
を

決めるという考え
をずっとしてきま

したが、今を一番大
事にすべきなのだ

と気づかされまし
た。



振り返り講義の

　　「できない理由
を探すよりどうし

たらできるかを考
える」という話を聞

いていろんなこと
に

挑戦しようと思っ
た。

　　ワーク・ライフ
・バランスを取るた

めに、「べき」や「ち
ゃんと」を捨てるこ

とやできる人がで
き

ることをやるとい
うことが重要と思

った。

　　一言で救われ
たり傷つけたりす

ることがあるため
、自分もこれから気

をつけようと思っ
た。

　　夫が非常に協
力的なこともあり

手厚いサポートが
あったが、常識的に

母親に役割を押し
付け

ようとするバイア
スがまだまだ多く

あり、そのようなバ
イアスをなくして

いくことを目指し
てい

くべき社会ではな
いかと思った。

　　育児と仕事の
両立の話では、自分

の中にあるバイア
スに気付いてこだ

わりを捨てるとい
うと

ころが印象に残っ
た。知らないうちに

築かれているバイ
アスや無意識の役

割を完全に捨てる
こと

は難しいけど、ワー
ク・ライフ・バラン

スを達成したり男
女平等な社会を作

っていくためには
必要

なことだと思った
。

30歳代
東京都出身

Profile池田 彩乃
学術研究院准教授（地域教育文化学部担当）

講師
専門は肢体不自由児の教育。筑波大学院修了、特別支援学
校を経て、2020年山形大学に赴任。家族は、夫と子供3人
（小3、小1、1歳）。私の転職を機に夫は公務員を辞め、飯田
キャンパスで事務員に転職。

講義 8 Woman of YAMAGATA

両立にあたっての「計画」と「協力」 
12月21日（水）14：40～16：10
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特別支援学校の教
員から

大学教員になり変
わった

ことはありますか
。

そもそもやっていることが異
なります。
研究では客観的に障がい者を
見るため、直接的にかかわる
こととは少し異なります。

●就職した動機と仕事の内容
　　特別支援学校の教員として働いていたが、障害のある児童生徒に対してできることに
限界を感じ、研究的な側面や広い視野を持った立場で特別支援教育に貢献したかった。肢
体不自由教育に関わる研究活動、特別支援学校教員免許状取得を目指す学生の指導にあ
たっている。
●これまでの道のり
　　大学で始めて心身障害学について知り、興味を持った。小学校、大学とサッカーに打ち
込んでいたこともあり、「運動」に興味があったため、肢体不自由の分野を専攻した。大学
院まで進んだが、途中で休学し、大学附属特別支援学校（肢体不自由）教員として6年間勤
務した。勤務しながら学位を取得した。子ども達から多くのこと学んだが、大学院での研
究と実績をより結びつけるような立場で働きたいと考えるようになった。そのような時
に、山形大学の教員公募の話を聞き、挑戦した。
●ワーク・ライフ・バランス
　　家事・育児と仕事とのバランスは常に悩んでいる。学校教員時代は、自分の子どもの行
事は行けないことも多かったが、今の仕事は比較的自分の裁量で仕事を調整できるので、
そのようなことはなくなった。家庭との両立に関しては、すべてを完璧にこなそうと考え
ないことでずいぶん精神的に楽になることができた。
●夢や目標
　　地域の特別支援教育の充実に貢献できるように頑張りたい。また、子ども達が山形県に
来てよかったと思ってくれるように、育児に関しても自分なりに丁寧に行っていきたい。
●学生へのアドバイス
　　私が教育実習の際に指導教員に言われたことだが、「仕事も家庭もやりたいなら全部欲
張った方が良い」という言葉だ。仕事も家庭も、自分がやりたい、と思ったことなら、すぐ
に「両立は無理かも」と思わず、どうしたら実現できるかを考えてみてほしい。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　育児に関しては、まだまだ「お母さん」の役割という意識が根強い。何気ない周囲の一言
が女性はもちろん、育児をしたい男性にとっても障壁になっていると感じている。



探究学習で学ぶキャリア形成 男女共同参画とは

「男女共同参画社会基本法」
（平成十一年六月二十三日法律第七十八号）
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【授業名】　
山形大学　基盤共通教育
　　

【授業の目的】
①ワークライフバランスについて考え、自分のキャリア・
ビジョンを描く。
②男女共同参画社会を理解し、課題を考える。
③新聞学習で社会人基礎力を身につける。

【授業の計画】
○いろいろな分野のゲスト講師による貴重な講義。
○講師への事前質問や進行などを学生が担当。
○グループごとに課題探究学習を行う。
○新聞切抜きレポートに取組む。
○自分の考えを発表する。
○キャンパス保育所の見学、地域との交流。

【学生の感想】
★文系や理系分野を問わず、経験豊かな先生方の話を聞く
ことができ、男女共同参画社会の一員として、将来の職
業のことだけでなく、視野を広げたキャリア・ビジョン
を持つことができた。
★この授業を選んだ理由は、大学生になっても自分のキャ
リアを明確にできずにいたからだった。自分の将来を考
えられるだけの知識や気づきを得ることができ、ために
なり、楽しく有意義な時間だった。
★ワークセッションでグループの人との意見交換や他の
学部の人の考えを聞くことができて、とても視野が広
がった。
★先生方のお話から、自分の中の思い込み（アンコンシャ
ス・バイアス）に気づくことができ、価値観や考え方に成
長がみられた。
★ワークライフバランスに関して、仕事・家庭・個人の3つ
の要素のバランスが大事だという話を聞いて、ハッとさ
せられた。

　山形大学は、「男女共同参画社会基本法」の理念に基づ

き、男女共同参画のために大学が担うべき役割と責任を自

覚し、「山形大学男女共同参画基本計画」（平成22年）を策

定し、男女共同参画を推進してきました。令和2年度から第

2次基本計画に従って、さらに充実した取組を進めていき

ます。

　性別にかかわらずに、すべての人が個性と能力を発揮で

きる世の中がダイバーシティ社会です。我が国では男女共

同参画基本計画や科学技術基本計画等の下、男女共同参画

や教育分野におけるダイバーシティ推進を図っています。

山形大学は平成27年度に文部科学省のダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（連携型）に採択され、米沢栄養

大学、大日本印刷株式会社研究開発センターと連携し、ダ

イバーシティ研究環境の実現に取組んできました。

　この「キャリア形成とワークライフバランス」の授業は、

男女共同参画を担う次世代を応援するため、ダイバーシ

ティ推進室が担当しています。

山形大学男女共同参画基本計画（第2次）の施行

第一章総則（目的）第一条
・男女の人権の尊重
・社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある
社会を実現する緊要性
・基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民
の責務
・施策の基本となる事項を定めることにより、男女
共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進

「キャリア形成とワークライフバランス
（山形から考える）」

山形大学は、令和2年4月に山形大学男女共同参画基本計画（第2次）を施行しまし
た。第2次基本計画では、令和2年度から10年間を計画期間とし、男女共同参画とダイ
バーシティを一層推進することを目的に、基本方針及び具体的施策を定めています。
女性教員比率や女性管理職比率に関するより高い目標を掲げ、「無意識のバイアス」
や性的指向・性自認等への配慮なども明記しました。また、「多様な性に関するガイド
ライン」を策定し、研究・仕事と家庭生活の両立支援制度の充実を図りました。今後
も、ダイバーシティを推進するため、地域や県内外の大学等とネットワークを拡大し
ていきます。
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	2023ウーマンオブ-P3-再
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